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〜市民みんなで安心していきいきと暮らしているまちの実現に向けて〜

【関連記事】 そだてよう  ふくしの芽（２ページ）



令和 5年 1月 （ 2 ）

「きれいに咲くかな」「ちゃんと育つかな」
と、元気いっぱいに花の苗を植える子どもた
ち。「大丈夫、きれいに咲くよ」と答えるのは
巽地区のBS(ビューティフルサポート)会のメ
ンバー。
約20年前から海南市内の学校などに、育

てた花の苗を配付する活動を続けられてい
ます。BS会のメンバーは「花を育てる喜びも
あるが配付先の子どもたちからの手紙が嬉
しい」と、花よりも一足先に満面の笑顔の花
がそこに咲いていました。

笑顔咲かせるBS会

そだてよう

福 祉 教 育 事 業

下津第二中学校の2年生が、山下選手、隠地選手と車いすバ
スケットボール体験を通じて交流しました。
ルールや注意事項の説明のあと、競技用の車いすにはブレー

キが無いなどの特徴を聞き、乗り方やベルトの着け方を教わり
ました。
生徒は競技用の車いすに乗り練習した後、山下チームと隠地

チームにそれぞれ生徒４人が入り、対抗戦を行いました。シュー
トが決まると歓声が起
こり、大いに盛り上がりました。
試合後は選手から「今はいろんな経験を積み、で

きる範囲で手助けをしてほしい。助けが必要な時は
声をかけますのでその時はお願いします」と話され
ました。
とにかく明るいお二人の人柄に触れ、かけがえの
ない時間を共有できたと思います。

車いすバスケットボール選手と交流しました！
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、旧
年
中
は
、社
会
福
祉
協
議
会
の

活
動
に
深
い
ご
理
解
と
格
別
の
ご
支
援
、ご
協
力
を
賜

り
ま
し
て
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

近
年
、ご
近
所
同
士
の
お
付
き
合
い
や
助
け
合
い
が
少

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
な
か
、地
域
で
孤
立
す
る
高
齢
者

や
障
害
の
あ
る
方
、さ
ら
に
は
、ひ
き
こ
も
り
や
家
庭
内

の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
問
題
な
ど
、様
々
な
福
祉
課
題
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
な
か
、海
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、地

域
住
民
や
様
々
な
関
係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、本
協

議
会
の
重
点
目
標
に
掲
げ
る『
地
域
に
お
け
る
福
祉
活

動
へ
の
支
援
』を
柱
に
す
え
、地
域
の
高
齢
者
の
見
守
り

活
動
に
も
取
り
組
み
な
が
ら
、誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
し
て
い
け
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、よ
り
一
層
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
早
期
の
終

息
を
願
う
と
と
も
に
、市
民
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。
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拶

海
南
市
社
会
福
祉
協
議
会

会 

長
　

伊 

藤 

明 

雄

去
る
10
月
３
日（
月
）和
歌

山
県
民
文
化
会
館
に
お
い
て
、

令
和
４
年
度
和
歌
山
県
社
会

福
祉
功
労
者
表
彰
式
が
開
催

さ
れ
、本
市
か
ら
次
の
方
々
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

県
知
事
感
謝

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功

　
労
者
】

楠　

部　

千
惠
美

筈　

谷　

容　

子

【
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
】

日
方
ボ
ラ
ン
ティ
ア

サ
ー
ク
ル

県
社
協
会
長
表
彰

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功

　
労
者
】

椿　

原　

か
ず
代

藤　

川　

幸　

子

山　

本　

香
都
美

去
る
10
月
26
日（
水
）海
南

ノ
ビ
ノ
ス
に
お
い
て
、令
和
４

年
度
海
南
市
社
会
福
祉
功
労

者
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

多
年
に
わ
た
り
住
民
福
祉

の
増
進
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
に

海
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
会

長
か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
、

ま
た
地
域
福
祉
の
推
進
に
貢

献
さ
れ
た
団
体
に
感
謝
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

皆
様
方
の
ご
功
績
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寄
附  

お
礼

・予約は必要ありませんが、お待ちいただく場合があります。 
・新型コロナウイルス感染拡大の状況により相談所が開設

できない場合もありますので、あらかじめご了承ください。

相談所
皆様方の日常生活上の心配ごとに、相談員が応じています。
費用は無料、秘密は厳守されますのでお気軽にご利用ください。
下線の日は行政相談委員による相談も行っています。

第１日曜日 第４土曜日
1 月 休診 28日
2 月 5 日 25日

★壊れたおもちゃを無料（原則）で修理します！
・対象は高校生以下　・ゲーム機などは除く

★来院の際は以下のことを厳守してください！
・発熱されている方は来院できません
・マスクを着用し、最少人数でお願いします

★見学のみの方はご遠慮ください！

日程表

受付時間：午前９時〜１２時
場　　所：下津保健福祉センター ©日本おもちゃ病院協会

※状況により変更が生じる場合があります。
　最新情報は「海南市社協ホームページ」または
　「かいなんおもちゃ病院Facebook」をご覧ください。

【場所・時間】
海南保健福祉センター
午後１時～午後４時

　１月　６日（金）
１３日（金）
２０日（金）
２７日（金）

　１月１０日（火）
２５日（水）

【場所・時間】
下津保健福祉センター
午後１時～午後４時

生活支援員の登録者を募集します

提出・問い合わせ先 ┊	海南市社会福祉協議会 	 〒642-0002 海南市日方1519-10（海南保健福祉センター内） ☎073-483-6777

福祉サービス利用援助事業では、認知症高齢者、知的障害者、精神障害者など、日常生活において判断能力に不安のある方々
との契約により、地域で自立した生活を送れるよう、日常の金銭管理や福祉サービス利用のお手伝いをしています。
この事業の利用者宅等を訪問し、支援を行う生活支援員の登録者を募集します。

応 募 要 件 	 下記①～③のいずれも満たす方
①普通自動車・自動二輪・原動機付自転車等の運
転免許を有する方
②地域での社会貢献活動に関心のある方、認知
症高齢者や知的障害者、精神障害者に対する
理解と権利擁護について関心のある方
③和歌山県社会福祉協議会が実施する生活支
援員養成研修を受講できる方

	 ※次に該当する方は登録できません。
〇禁固以上の刑に処せられ、その執行を終える
まで又はその執行を受けることがなくなるまで
の方
〇現にホームヘルパー等の福祉サービス提供
の職に就いている方

活動日・時間 	 平日９時から17時までの間、１回の活動につき約1
時間（移動時間含む）

報酬（賃金）	 １回の活動につき1,000円程度、交通費相当分と
して1回の活動につき150円

活 動 場 所 	 海南市内及び近郊

そ の 他 	 ○利用者宅への訪問には、自家用の車・バイク等を
利用いただきます

	 〇生活支援員が充足している場合など、ご登録い
ただいても活動できない場合がありますので、ご
了承ください

応 募 方 法 	 生活支援員登録申込書を提出（用紙はホーム
ページでダウンロードできます。また、下記において
も配付しています。）

開設
日程


